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体育館のアリーナにおける立体トラスのスライドエ法   
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本榔－iは，体育館のアリーナにおける立体トラスの組立にあたって，重機の使えない狭  

い敷地での組立をいかにするか，また，鉄骨の塗装，および天井グラスウール貼りの仕上  

げ作業の足場をいかにするか等，安全と施Ⅰ二の一体化に加え，コストダウンと1二期短縮を  

図るため，鉄骨建ノレはスライディングI二法（特許所有，深田鉄⊥有限会社），仮設足場は移  

軌ステージを採川した。その結果，、11初危惧された立体トラスの組立精度は十分満足され，  

また．什卜1二溝，一左仝l而でも移動ステージが十分役一正った。  

しかし，この方法は現場での作業が非常に多く，組章二  

てにはトラス部分全血に作業床を設置する必要がある。   

また，局根部分での埠装，大井の仕上げ作業にも同様  

に全面的に作業泳が必要である。   

このような諸条作を満たし，しかも安く，早く，安全  

に施l二するため，いろいろ検討した結果スライディング  

1二はを採川することにした。   

§2．工事概要   

l二幸名称 川西直結合体育館新築Tl二事  

仁事場所 川西市火打1＝1  

企業先 川西市  

設計監埋 ㈱小西設計  

I二  期 昭聞158年7月～昭和59年8J】  

構造規模 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造  

地ド1階 地上3階建  

敷地面積 6，771Ⅰげ  

建築面樟 3，188m2  

延床面樟 4，852mヱ  

軒  高14．15m   

上l 次  

§1．はじめに  

§2．1二■用珠要  

§3．総合仮設  

§4．施王二計画  

§5．‘左仝l伸二ついて  

§6．おわりに  

§1．はじめに  

・般に鉄件の現場組ヰは，あらかじめ工場で製作され  

た外部材智明場に搬入し，揚重機によって建方組立力言行  

われている。、11建物のアリーナ部分の屋根は立体トラス  

になっているが敷地の制約等で貴様による建方ができな  

いため，、l槻場では在体トラスのパイプと球を現場で溶  

接し，、丁二体トラスを組立てる方法骨検討した。  
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）  

Fig．1ステージ詳細図  

ステージとして，枠組足場を使用した。  

5）移軌ステージ 鉄骨組立および天井仕上用の作業床  

としてハイベットを使用した。   

§4．施工計画   

建物を施＿一二するにあたって，仮設計画はその建物の立  

地条件，構造規模等により立案し，コストダウン，安全  

性l瀾短縮等を比較検討しながら最も適した工法を選  

択する必要がある。  

、⊥体育館の仮設計画に当って，問題点には次のような  

ものがあげられた。  

1）鉄骨の荷揚げ，組立作業に必要な重機が，南側一面   

しか進人できない。  

2）鉄骨組立の作製末が，全面に必要である。  

211   

最高高さ 19．5m  

ス パ ン 41．Om  

什：＋．仁 外装二丁掛タイル貼  

屋根銅板瓦棒葺   

§3．総合仮設   

1）外部足場 外附f二上二はタイル貼りであり，凹凸が多  

く枠組足場とした。  

2）内部足場 躯体l二事および内壁面仕上のため，枠組  

足場を使用した。  

3）揚重機 立地条件を考慮し，躯体工事および鉄片Ⅰ二  

事等の資材搬人のためKCT－2030を使用し  

た。  

4）同定ステージ 鉄骨（立体トラス）移軌後の棟仮受用  
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1．9（STK－41）で構成されたラチス材（パーフェク  

トビームと云う）を柱，梁の骨組とし，まずパーフェ  

クトビームを土間上で門型に2セット地組する。次に  

トンボクレーンで1セットを吊起こし，内部足場およ  

び1占はステージから仮止めする。次の1セットを同様  

に吊起こし，この2セットを繋ぎの補助材で連結する。  

2）その上に，ハイベットをならべ金物で固定する。  

3）全面にべニヤ合板⑦12を敷きならべ作業床とする。  

4）トラスの匂配に合わせた球受ジグを設ける。  

5）作業床外周端部に，巾木および手摺を取り付け安全   

対策を講じる。  

3）トラスの軽装および天井仕上の作業床が全面に必要   

である。   

これらの問題点を満たす工法として，ハイベット工法   

を採目した。  

4－1スライディングエ法の概要  

トンボクレーン（KCT－2030）の作業半径が，立体ト  

ラス奥行40mの組立範囲部分に対して5mしか得られ  

ないため，11mX15．8mの移動ステージを，固定ステー  

ジをはさんで2台設けた。   

これは立体トラスの重量を支え，かつ組立時の作業床  

として使用でき，しかも分割された立体トラスをスライ  

ドさせる機能をもったものである。  

4－2 移動ステージの組立  

1）i：材が¢34．2×2．2（STK－41），束材が¢21・7×  

i二  村 ¢－34．0×2．2（STK41）  

チス21・7×1・9（STK41）  

Fig．2 パーフユクトピーム  

5，950  

Fig．4 ハイベット鋼製枠  

＠3，000チドリに同左  

Fig．3 走行部詳細図   
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ステップ1  l二甥組立ブロック  

（平面組）母屋  
く＝）  

＿1二場組立ブロック   

（立体細）  

罠r2．925㌔  

CVI 

GL  

十14．200  
＝＝＝二〉   

横移軌  
2，000  

∃  
移軌ステージ  

一  ■■一  
（ビティ足場）●】‾          11．000  

移動ステージ  

Photol移動ステージの≠阻立  

移軌ステージ  同左ステージ   
りサ∫－乞（ビティ足場）  

⑭－㊥の中央のみ  

同定ステージ 移動ステージ  

同定ステーシ  

⑭－⑮の中央のみ  
移動ステージ  

Photo2 ハイベットによる作業床   

6）＝附▲．に足場板を敷き，Ⅰ型レールを敷設し，パ‾  
フユクトピームの支柱「F部に電動モーターを取り付け，   

これにより「l走させる。  

4－3 立体トラスの組立  

1）トラス重量々トンボクレーンの吊り上げ能力（2用   

以内にするため，組始めのトラスを3分割し，ステー   

ジ上にて仮組をする。  

2）上二記の立体トラスを基準とし，上弦材，下弦材，お   

よび斜材を組合せて仮組を行う。  

3）移動ステージ積載荷重が20tfであるため，総重量76   

tfの立体トラスの4分割を1ブロックとして組立てる。  

4）トラス成が2．2mあるため，上弦材溶接用に吊足場を   

組立てる。  

5）各弦材と球との本溶接を行い，溶接完了後，品質管   

理のため浸透探傷試験を実施した。  

6）これで1ブロックの鉄骨組立が完了し移動に入るが，   

移動するためには，立体トラスをアンカーボルトの高   

さだけジャッキアップした。ジャッキアップは5tf   

ジャッキにて8点支持とした。  

7）スライドするに当り，2台の移動ステージが同じス   

ピードで走行しなければならない。従ってモーターは   

同メーカー，同機種のものを使用しているが，事前に  

Fig．5 立体トラス組立順序  

Photo3 第1ブロック組立   

微調整を行なう必要があった。  

8）所定の位置まで移動させ，ジャッキダウンを行い，   

アンカーボルトにセットした。  

9）以上で1サイクルの工事を完了した。以下2～4ブ   

ロックにおいても，順次同様のサイクルで実施した。  
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屋根ALC版の取付においても，落下防止柵として，移   

動ステージを利用した。  

3）内装工事   

大井グラスウール貼工事の際，材料置場兼作業床とし   

。， て使用したまた電気設備の照明器具等の取付に関   

しても利用できた。   

§5．安全面について  

移動ステージでの作業においては，ステージ本体が落  

F防止柵として利用された。ステージ全面にべニヤ合栃  

が敷き込まれているため，結果的に飛来落下もなく良好  

であった。しかし，移動ステージ上以外の吊足場では，  

危険が伴い作業は不可能であった。   

§6．おわりに  

スライド工法を採用した施工としては，当初予定した  

通りの仕上り具合であった。同工法，同材料はこれから  

も各地の現場で採用されることが多いと思われます。例  

えば，工場等の内部無足場工法，既設改修工事の外壁吊  

足場工法，大空間建築物の内外仮設立体足場，積雪時の  

仮設屋根等，今後の施工物件の仮設材としては，コスト  

ダウン等を考えると利用佃値の高い工法と思われます。  

この報告書が，今後の参考の一端になれば幸いです。   

工事遂行に当たり，終始的確な御助言，御指導を頂き  

ました川崎重工播磨工場の皆様に厚く謝意を表します。   

また，最後まで献身的な協力を惜まなかった協力全社，  

深田鉄工社長深田義徳氏及び関係者各位にも深く感謝致  

します。   

Photo4 浸透探傷検査  

Photo5 立体トラス柱脚  

Photo6 立体トラス外観  

10）ステージ上において現場溶接を行うため，ひずみ，   

たわみによって組立精度が危供されたが，許容範囲内   

ですべて納まった。  

4－4 移動ステージを利用した仕上げエ事  

1）立体トラスの塗装仕上   

移動ステージならびに吊足場を使用して塗装を行った   

が，吊足場上での作業時は，落下防止等の安全上，作   

業箇所に移動ステージを置いた。  

2）屋根‾L事   
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